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オオムギ縞萎縮病抵抗性遺伝子の評価 

オオムギ縞萎縮病はビール大麦生産において重

大な病害であり、減収や品質低下等の大きな被害を

引き起こします（写真）。本病害の原因であるオオ

ムギ縞萎縮ウイルス（BaYMV）は日本国内で分化が進

んでおり、I型から V型が確認されています。これ

までに抵抗性遺伝子とBaYMV系統の相互関係が報告

されてきましたが、複数のウイルス系統が混発する

ほ場での検定であるため、その判定には不確定な部

分が多く残されていました。今回はウエスタンブロ

ッティング（WB）法と RT-PCR 法を利用することに

より、抵抗性遺伝子 rym1 から rym15 を有する大麦

品種（rym10、 Rym14 を除く）の I、Ⅱ、Ⅲ、Ⅴ型

に対する特異的な反応を判定しました。結果は

rym8、12、13 を有する品種はⅡ、Ⅲ型に罹病性で I、

Ⅴ型に抵抗性、rym7 を有する品種は I 型に罹病性

でⅡ、Ⅲ、Ⅴ型に抵抗性となりました（表）。これ

らの品種は rym3 や rym5 と組合せることですべて

のウイルス系統に抵抗性を示すため、今後の育種の

素材として有用であると考えられます。また、Ⅰ、

Ⅱ、Ⅲ、Ⅴ型全てに抵抗性を有するのは rym1+rym5

（木石港 3）、rym3+rym5（スカイゴールデン）、rym2

（御堀裸 3号）と未知遺伝子を有する大系 M27でし

た。今後はこれらの品種の抵抗性機構の解明に向け

研究を進めていきます。      （麦類研究室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 BaYMV系統に対する供試品種の評価 

 品種・系統名 
抵抗性 

遺伝子 

 BaYMV系統 

 I型 Ⅱ型 Ⅲ型 V型 

ニューゴールデン －  S S S S 

新田系 68 rym1  S R S S 

Russia57 rym11  S 不明 S S 

御堀裸 3号 rym2  R R* R R 

縞系 4-1-1 rym7t  R R S S 

サチホゴールデン rym3  R R R S 

Franka rym4  S R S R 

ミカモゴールデン rym5  R R S R 

あまぎ二条 rym6  S 不明 S S 

HHor3365 rym7  S R R R 

10247 rym8  R S S R 

Bulgarian347 rym9  S 不明 S S 

Muju covered 2 rym12  R S S R 

Taihoku A rym13  R S S R 

竹林茨城 1号 rym3a+15  R S S R 

なす二条 不明  S R R S 

大系 M27 不明  R R R R 

木石港 3 rym1+5  R R R R 

スカイゴールデン rym3+5  R R R R 
 
S（罹病性）、R（抵抗性）は葉身の WBと RT-PCRにより判定。 

ニューゴールデンは全ての BaYMV系統に罹病性。 竹林茨城 1号の rym3aは仮称。 なす二条、大系 M27は遺伝子未同定。 

Ⅱ型評価の不明はⅡ型特異的プライマーが未開発のため、Ⅱ型ほ場のウイルス系統を特定できなかった。 

* 御堀裸 3号のⅡ型評価は R（抵抗性）としたが、ウイルス濃度が一定水準以上になると S（罹病性）になる可能性がある。 
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「なすひかり」にイネ縞葉枯病抵抗性を付与した
準同質遺伝子系統「栃木 IL31号」の育成 

本県の県南部を中心にした水稲、麦の二毛作地

域では、ヒメトビウンカが媒介するイネ縞葉枯病

が問題となっており、近年では県内全域に広がり

つつあります。そこで、県オリジナル品種の「な

すひかり」にイネ縞葉枯病抵抗性遺伝子を導入す

ることで、県南の早植え栽培を含め県全体への普

及が期待できます。 

当場では、平成 25年度から次世代ゲノム基盤プ

ロジェクト「イネの DNA マーカー選抜育種支援シ

ステムの構築委託事業」に参画し、「なすひかり」

にイネ縞葉枯病抵抗性を付与した準同質遺伝子系

統の育成に取り組んできました（図）。 

平成 25～26 年の 2 か年で 3 回の戻し交配を行

い、「あさひの夢」由来のイネ縞葉枯病抵抗性遺

伝子とその近傍以外の遺伝子が「なすひかり」型

となった個体を選抜しました。その結果、稈長、

穂長はやや長いものの、生育期間中の草姿は「な

すひかり」と見分けがつかず、出穂・成熟期、食

味その他の諸特性もほぼ同じである「栃木 IL31

号」を育成しました（表、写真）。また、本年度、

イネ縞葉枯病の発生地域での現地試験でも発病は

確認されませんでした。 

次年度も引き続き奨励品種決定調査に供試し特

性把握を進めるとともに、交配母本として利用し

ていきます。         （水稲研究室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

成果の速報  

基幹品種型

基幹品種

基幹品種

F1

BC1F1

BC2F1

×

×

×

遺伝子供
与品種型

BC2F2

DNAマーカー選抜

遺伝子供与品種基幹品種

SNPアレイによる背景選抜

中核機関が遺伝子解析を行い、ＤＮＡマーカー選抜
（次世代作物開発研究センター）

県等の育成機関が集団養成や形質評価を行う

両者の連携により短期間で基幹品種に有用遺伝子を導入

図 系統育成のイメージ 

写真 奨励品種決定調査 

（平成 29年 8月 21日撮影） 

栃木 IL31 号 

表　　栃木IL31号の生育・収量（平成29年）

移植日
(月.日)

出穂期
(月.日)

成熟期
(月.日)

稈長
(cm)

穂長
(cm)

穂数
(本/ｍ2)

玄米重
(kg/a)

千粒重
(g)

栃木ＩＬ31号 5.10 7.26 9.09 91.8 20.1 440 57.8 23.5

なすひかり 5.10 7.25 9.07 88.5 19.3 444 55.3 23.2

　注）４本/株手植、基肥Ｎ=0.4kg/a、追肥は出穂20日前にＮ=0.3kg/a（NK-202）。
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気象観測装置を導入し、 
より精度の高い生育予測を目指します。 

当場では、これまで気象データや樹体の生態反

応に基づく予測プログラムを開発し、「なし生育

診断予測事業」で予測情報を提供してきました。 

近年、異常気象等により予測困難な年も見受け

られることから、本年度、プログラムの改良や、

樹体情報の調査・活用など、より精度の高い予測

技術の開発に着手しました。 

また、ほ場ごとの予測精度の向上を図るため、

温度や日射量が測定できる「ウェザーステーショ

ン」を設置し、気象データの収集と検証等を行っ

ています。 

（果樹研究室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸出に対応した「にっこり」の高品質生産技術開発 
「にっこり」は、本県農産物全体のブランド力

向上を牽引する品目（リーディングブランド）と

して、国内での販売強化と併せて、海外への輸出

拡大を進めています。東南アジアでの評価が高い

が、現地では果実にキズや汚れの有無をよく見て

購入する傾向が強いことから、外観品質の高い果

実の輸出が、成功の鍵を握っているといえます。 

これまでの取組で、輸送後にキズや腐敗が目立

ち、一部に販売できない果実が発生したことか

ら、輸出の模擬試験やほ場での対策など、原因の

解明と対策技術の開発を目指して本年度から試

験を実施しています。 

 （果樹研究室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験の紹介  

試験の紹介  

写真１ ウェザーステーションの設置状況 写真２ 観測データの WEB上での確認 

写真１ 貯蔵中のキズ･腐敗の進行試験 写真２ 果実汚れの再現試験 
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根圏ももの導入 2年目の成果は！ 
いちごの里（小山市）での「もも根圏栽培」の

現地実証試験が、定植から２年を迎えました。総

面積 50a の園地に導入された 10 品種のうち、調

査を行なった日川白鳳、あかつき、川中島白桃の

果実品質は、果重 210〜270g、糖度 14〜18％で、

収量は１樹あたり 4.2〜5.3kg となりました。地

植えの慣行栽培（農試場内）における２年目の収

量が 0kgであるのに対し、根圏栽培の 10a換算収

量は 0.8〜1.1tとなり、根圏栽培の早期収量性が

あらためて確認されました。 

同園では定植２年目の今年度から早くも観光

もも狩りが実施され、7〜9 月の集客数は 3880 人

に達しました。また、収穫された桃の一部は、ジ

ャムや生菓子として加工され、園内の直売所やレ

ストランで販売されました。 

3年目となる 30年度は、10a当たり 2t（1樹当

たり 11kg）の収穫が見込まれ、さらなる収益アッ

プが期待されます。           (果樹研究室) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 20回にら全国生産者栃木大会 
にら全国生産者栃木大会は、全国から約 430名の

生産者や関係者が参加して日光市の鬼怒川で開催

されました。 

高知大学の島村先生からは、にらのピロリ菌殺菌

効果に関する基調講演、栃木県と高知県からは、に

ら栽培に関する最近の研究成果が発表されました。 

２日目の現地視察は約 300名の参加があり、鹿沼

市のにら生産者ほ場と当場を会場に、熱心な質疑応

答や意見交換が行われました。  （野菜研究室） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成果の速報  

写真 根圏ももがケーキに！ 

トピックス      

写真２ 現地視察(当場)の様子 写真１ にら全国生産者大会の様子 
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トマトかいよう病に対する高接ぎ木法の検討 
近 年 、 ト マ ト で は 病 原 細 菌 Clavibacter 

michiganensis subsp. michiganensis によるトマトか

いよう病の発生が問題となっています。当場で

は、本病と同じ細菌病害であるトマト青枯病やナ

ス青枯病に対して防除効果が報告されている高

接ぎ木法注）を本病に応用し、防除効果の検討を行

いました。 

自根苗、慣行接ぎ木苗、高接ぎ木苗に対し、本

病菌接種液を株元に注ぐかん注接種および接種

液に浸した竹串を茎部に突き刺す刺傷接種の 2通

りで接種を行い、経時的に発病状況を調査しまし

た。また、外観上発病が見られなくともトマト内

部では本病菌が増殖している可能性があるため、

調査終了後に接ぎ木部±１cm部分（－１cm：台木

部分、＋１cm：穂木部分、自根苗は調査から除く）

の茎部を切断して選択培地へスタンプし、本病菌

の増殖の有無を調査しました。 

その結果、高接ぎ木苗は、自根苗、慣行接ぎ木

苗に比べ発病の程度が軽くなる傾向が見られま

したが（データ省略）、感染株率は慣行接ぎ木苗

と大差なく、台木側、穂木側ともに、茎部からの

本病菌検出率は非常に高く、本試験では、高接ぎ

木法の本病に対する防除効果は認められません

でした（図）。 

今後も引き続き試験条件を変更し、高接ぎ木法

の本病に対する防除効果を検討する予定です。 

 

注）高接ぎ木法；慣行接ぎ木（ 接ぎ木位置：約２cm )

より高い位置（ 接ぎ木位置：約 10cm ）に接いだ

苗を利用する方法。台木品種の病原菌の移行と増

殖の抑制能を最大限に活用することで、穂木への

病原菌の感染と発病を抑制する。 

         （病理昆虫研究室） 
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皆様の声をお聞かせ下さい!! 

成果の速報  

図 各接ぎ木区のトマトかいよう病発病株率および感染株率の比較 

（１）発病株率は最終調査日（接種 28 日後）の発病株率。8 株/区、3 反復の平均を示す。 

（２）感染株率はスタンプ５日目における選択培地上での本病菌検出率。8 株/区、3 反復の平均を示す。エラーバーは標準偏差を示す。 
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